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論文内容の要旨
本論文は，超高強度レーザーと高密度不均一フ。ラズ、マの相互作用について，高速点火核融合に関連する諸現象を記
















機構との関係を調べ， s 偏光レーザーでは自己変調による航跡場加速が支配し， P偏光レーザーでは擬似共鳴吸収に
よる加速が支配することを明らかにしている。
第 7 章は， PWモジュールレーザーシステムでの核反応中性子の発生に関する実験を踏まえ，高エネルギーイオン
の加速機構を明らかにするため，モンテカルロシミュレーションコードと粒子シミュレーションコードを合わせて使
用して重水素核反応中性子のエネルギースペクトル及び、方向分布を調べて，イオン速度分布との関係を求めている。















硬X線の放射や， MeV に達する高エネルギー X線が発生することを明らかにしている。この結果は，超高強
度レーザープラズ、マからの硬X線放射が金属材料等の非破壊検査や高密度プラズ、マの診断に応用可能であるこ
とを示すものである。









5 )斜め照射された超高強度レーザーと不均一プラズ、マとの相互作用に関する 2 次元粒子シミュレーションにより，
大スケールの電子ジェットが自発磁場によるガイトの結果生じることを発見している。また， ジェット形成の
機構として， s 偏光レーザーでは自己変調航跡場による電子の加速， p偏光では擬似共鳴吸収が支配的である
ことを明らかにしている。
6) 相対論的強度のレーザー照射によるMeV イオンの発生がレーザーの幅射圧による加速であることを明らかに
し，高エネルギーイオンに起因する中性子のエネルギースペクトルの実験結果の説明に成功している。
以上の様に，本論文はレーザー核融合における新しい方式としての高速点火核融合に関連する超高強度レーザーと
プラズマとの相互作用について多くの知見を得ており，核融合プラズ、マ理工学の発展に寄与するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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